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序文および概要 

トウモロコシ・サステナビリティ認証プロトコルは、米国産大麦、トウモロ

コシ、ソルガム、およびトウモロコシ蒸留粕（Distiller's Dried Grains with 
Solubles, DDGS）、エタノールといった関連製品の輸出市場を開拓する組織

であるアメリカ穀物協会（U.S. Grains Council, USGC）が設立した農家主導

のイニシアチブである。この会員主導の組織は、50 を超える国々や欧州連

合（EU）のプログラムを通して世界中の自由で公正な貿易を支援してい

る。 
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USGC は、世界経済の発展と米国農業の収益性には輸出が

不可欠であると考えている 1。USGC は、米国のトウモロコ

シ生産者のための輸出市場開拓者として、米国全体の 30 万

を超えるトウモロコシ生産者の利益を代表する全米トウモ

ロコシ生産者協会（ National Corn Growers Association, 
NCGA）と非常に密接な協力関係にある 2。 

米国のトウモロコシ生産は、国内トウモロコシ農家による

最良の生産手法の入念な実施と併せて、持続可能性と保全

に関する法令の国家制度に基づいている。さらに、米国の

トウモロコシ生産者のほとんどが、保全コンプライアンス

規定に従うことを要件とする USDA プログラムに参加して

いる。 

USGC と NCGA のいずれも、Field to Market: The Alliance for 
Sustainable Agriculture™（フィールド・トゥ・マーケット：

持続可能な農業を目指す団体）3 の枠組みの中で米国のすべ

ての農業のための継続的改善プロセスの作成に積極的に取

り組んでいる。2006 年に組織されたフィールド・トゥ・

マーケットは、生産者団体、アグリビジネス、大学と公共

部門のパートナー、ブランド製造業および小売業者、市民

社会組織を代表する 165 を超えるメンバーが参加する、条

作物農業の持続可能性を目指す世界最大のマルチステーク

ホルダー団体である。 

フィールド・トゥ・マーケットでは、環境的成果に焦点を

当てた一連の農業持続可能性指標が 2009 年に策定された

後、目標設定、ベンチマーク開発、および米国農業がそれ

らの目標を達成するためのその他のステップを定義するプ

ロセスベースの基準によって補完された 4。トウモロコシ生

産を継続的に改善するための原則がこの作業に反映され、

フィールド・トゥ・マーケットのプログラムとアプローチ

に沿ったフレームワークとして採用された。

 

米国のトウモロコシ持続可能性トレンドへの洞察 

トウモロコシ生産者は新しい技術を最も速やかに採用する

農業従事者であり、CSAP の文言は新しい生産手法を受け

入れる意欲を反映している。米国のトウモロコシ生産者の

多くは、自然資源保全局（Natural Resources Conservation 
Service, NRCS）のプログラム、土壌および水保全地区を通

して地域の問題に対処する地域プロジェクト、州レベルの

栽培者協会によるイニシアチブ、フィールド・トゥ・マー

ケット継続的改善促進プロジェクト、ならびに持続可能性

実践の知識と採用を促進するその他のプログラムにすでに

参加して継続的改善に取り組んでいる。 

フィールド・トゥ・マーケットの最新の国家指標報告書

（2021）は、40 年間にわたるトウモロコシ生産者の改善状

況を 5 つの主要業績評価指標（KPI）で遡及的に分析してい

る。各 KPI の結果は 1998～2002 年の実績に指数化され、10
年間の平均として報告される。これは、継続的な改善の傾

向と重要な証拠を提供する 5。さまざまな影響度カテゴリー

にわたる実績の詳細情報は、ライフ・サイクル・アセスメ

ント（LCA）、保全コンプライアンス・アセスメント検査、

およびその他の関連業界の情報源で見ることができる。 
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トウモロコシ・サステナビリティ認証プロトコル（CSAP） 
米国トウモロコシ・サステナビリティ認証プロトコルには、持続可能なトウモロコシ生産を保証する規制、プロセス、および管理

手法が記述されている。この持続可能性プロトコルは米国トウモロコシ生産者持続可能性プログラム全体の一部であり、「フィール

ド・トゥ・マーケット：持続可能な農業を目指す団体」が書いた国家指標報告書を通して、生産者による環境的成果の国家測定シ

ステムによって追跡されている 6。 

米国トウモロコシ・サステナビリティ認証プロトコル（CSAP）は、米国のト

ウモロコシ生産の持続可能性への手段についてのよりよい理解を、国際的なト

ウモロコシ・バイヤーと輸出市場に提供し、全米でこれらの必要な持続可能性

手段の実施を保証する米国の州法と連邦法の概要を説明している。 

 

出典：「フィールド・トゥ・マーケット国家指標報告書」、2021 年 

 
注記 1：FtM が測定した削減量は 1980～2020 年のもの。NCGA の 2030 年削減目標は 2020 年のベースラインを使用して設定する。 

CSAP は、他の作物に用いられる持続可能性基準に従ってベンチマークを行う 11 の影響度カテゴリーに分かれている。これ

らのカテゴリーは、フィールド・トゥ・マーケットが 2021 年の国家指標報告書で持続可能な農業の指標として計算する、生

物多様性、エネルギー利用、温室効果ガス排出、灌漑用水利用、土地利用、土壌炭素、土壌保全、および水質という 8 つの

重要な環境的成果に沿っている 7。 

トウモロコシ穀粒指標まとめチャート（1980 年～2020 年） 代表年 

土地利用 
NCGA 2030 の目標：土地

利用の影響を 12%削減 

土壌浸食 
NCGA 2030 の目標：土壌

浸食を 13%削減 

灌漑用水利用 
NCGA 2030 の目標：灌漑

用水利用効率を 15%向上 

エネルギー利用 
NCGA 2030 の目標：エネル

ギー利用効率を 13%向上 

温室効果ガス排出 
NCGA 2030 の目標：

GHG 排出量を 13%削減 

トウモロコシ 1 ブッシェルを生産

するために必要な土地面積の削減 
指標：作付面積（エーカー）／

ブッシェル 

土壌流出／エーカーを削減 
指標：土壌流出（トン）／

エーカー 

灌漑用水使用量／ブッシェルの

減少につながる灌漑効率の改善 
指標：エーカー・インチ／ブッ

シェル 

エネルギー利用効率の向上 
指標：BTU／ブッシェル 

温室効果ガス（Greenhouse Gas, 
GHG）排出量の削減 
指標：CO2（ポンド／ブッシェ

ル） 



トウモロコシ・サステナビリティ認証プロトコル   |  Grains.org  |  6 

トウモロコシ・サステナビリティ認証プロトコル影響度カテゴリー 

 

 

 

 
 

CSAP： 
コンプライアンス

の枠組み 

米国トウモロコシ・サステナビリティ認

証プロトコル（CSAP）は、農業の持続

可能性を改善するための戦略と技術を継

続的に採用するという生産者のコミット

メントに対するよりよい理解を米国のト

ウモロコシおよびトウモロコシ製品の消

費者に提供するために策定された。

CSAP は、広く行われ推奨される米国ト

ウモロコシ生産の慣行と、上述のさまざ

まな影響度カテゴリーを管理する法令の

概要を示す。 

運用面では、USDA 農業サービス局

（Farm Service Agency）のプログラムが

設定した保全コンプライアンス要件が、

CSAP に基づいてその最低検証基準値を

規定するように機能する。このため、生

産者は、土壌浸食の可能性が高い土地の

保全および湿地保全条項の遵守に関する

年次内部監査（様式 AD1026）を毎年提

出する必要がある。またそれらは農場で

の検証／レビューの対象となる。この枠

組みに基づき、米国の持続可能なトウモ

ロコシ生産量の合計配分が取引年度ごと

に定められ、マスバランス調達アプロー

チに基づいて使用される。これは、(1) 
当該市場年度の米国農業サービス局プロ

グラムに参加する適格トウモロコシの作

付けエーカー数、および (2) その期間

にその土地に記録された平均収量／エー

カーを用いて決定される。 

CSAP はマスバランス調達アプローチに

基づくので、トウモロコシとトウモロコ

シ製品を総量としてのみ持続可能性配分

の対象としている。これは最小限の検証

可能な条件を満たしていれば対象とな

る。これは、米国の生産者にとって、持

続可能性配分の対象となるトウモロコシ

とトウモロコシ製品の作付けエーカー数

を増やす動機付けとなる。 

生産者が提出した内部監査資料は USDA
自然資源保全局（NRCS）が検証し、

NRCS は毎年、プログラムに参加してい

る生産者のうち、1～5%を占める土壌浸

食の可能性が高い土地や湿地を持つグ

ループの生産者を無作為に選択し、審査

する。また、米国のトウモロコシ生産者

は、フィールド・トゥ・マーケットの

Fieldprint Calculator8 などの無料の持続可

能性開示ツールを導入できる。 

詳細については、37 ページの「トウモ

ロコシの持続可能性検証」セクションを

参照のこと。 

X. 地域社会との関係 

IX. 労働者と公共の安全 

VIII. 労働条件と労使関係 

VII. 廃棄物と汚染 

VI. 農薬および栄養素管理 

継続的改善 

I. 温室効果ガス排出、化石

燃料の利用、および大気質 

II. 水質と水量 

III. 土壌の健全性と生産性 

IV. 土地利用、影響を受け

やすい生息地、生物多様性 

V. 作物の健全性と農業の

最良管理手法 
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トウモロコシ持続可能性保証プロトコルのコンプライアンス枠組み 

 

 

影響度 
カテゴリーと 
継続的 
改善目標 

中西部と北中西部の州が中心ではある

が、トウモロコシはほぼすべての州で栽

培でき、毎年約 9,000 万エーカー（3,600
万ヘクタール）のトウモロコシが米国で

作付けされている。この広大な土地で、

土壌タイプ、気候条件、降水量、地形、

地質、さらには農機具の種類など、いく

つかの要因がトウモロコシの栽培方法に

作用する。 

これらの要因はすべて農家が作業につい

て日々行う決定に関わり、決定はトウモ

ロコシ農場ごとに異なり、持続可能性に

関連してさまざまな影響を持つ。CSAP
影響度カテゴリーはこの複雑さを考慮し

たうえで、トウモロコシ生産者が追求す

べき一般的な継続的改善目標を規定して

いる。 

CSAP は、持続可能な農業生産が生産者

単独の責任ではなく、トウモロコシ生産

者はシステムの一部であり、最終消費者

に至る複数のサプライ・チェーンに参加

することを認識している。そのうえで、

重要な影響度カテゴリーを特定し、

NCGA の持続可能性コミットメントや

フィールド・トゥ・マーケットの測定枠

組み（該当する場合）に沿った継続的改

善目標を策定している。 

さらに CSAP は、農業生産の世界的な影

響と、持続可能性を理解して議論するた

めの共通の枠組みの重要性を認識してい

る。CSAPは、「2030年までにすべての人

にとってより良い、より持続可能な未来

を達成するための青写真」を表す国連の

17 の持続可能な開発目標（SDGs）9 のよ

うな自発的な持続可能性基準とリンクす

る可能性を確認している。 

SDGs は、気候変動に対処して海洋や森

林を保護しつつ、「健康と教育の向上、

不平等の削減、経済成長の促進」のため

の戦略を立てるために、世界のすべての

国が行動を起こすための呼びかけとして

策定された。付属書 1 は、CSAP の影響

度カテゴリーとコンプライアンス基準の

多くが SDGs の主要目標にリンクできる

ことを示す。 

技術の採用 

保全活動 

自然に基づく

解決策 

持続可能なトウモロコシの量 

USDA 保全 
コンプライアンス検証 

土壌の健全性 | 土地利用 | 生物多様性 
土壌浸食の可能性が高い土地・湿地保全 

農業法案プログラム： 
インセンティブに基づくメカニズム 

連邦・州・

地方法 

規制の協調的

枠組み 

i 「マスバランスは、出荷および製造プロセス中に認証原料と非認証原料の混合を許す調達方法である」、レインフォレスト・アライアンス

「マスバランス・ソーシングとは」、https://bit.ly/3AW2uH5 
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セクション I  

温室効果ガス排出、化石燃料の利用、 
および大気質 

継続的改善目標 

・ エネルギー利用効率の継続的改善 

・ 米国の農地からの生産単位あたり排出量の削減 

・ 農業環境からの全体的な温室効果ガス排出量削減への継続的な貢献 

 

 トウモロコシ・サステナビリティ認証プロトコル  |  Grains.org  |  8 



トウモロコシ・サステナビリティ認証プロトコル   |  Grains.org  |  9 

ベスト・プラクティス、規制、コンプライアンス基準 

1. 生産者は、以下によって GHG 排出量を削減するための最良の管理手法を採用するよう努める。 

a. 必要に応じて、保全耕耘方法によってエネルギー利用量を削減する。 

b. 窒素（N）およびリン（P）肥料の使用と施肥量を最適化する。 

c. 管理記録のために化石燃料の利用を監視して削減し、事業の存続可能性を向上させる。 

i. NRCS は、意識を高め、農作業でのエネルギー削減可能性を農家が特定するのに役立てるための 4 つのエネル

ギー・ツールを維持している。推定ツールは、灌漑、窒素肥料の使用、穀物乾燥、および耕起法の潜在的なエネ

ルギー節約を推定するために使用できる 10。NRCS はまた、農家が現在のエネルギー利用量を推定し、高効率機

器の使用と省エネの実践で達成できる可能性があるエネルギーとコストの節約を計算するのに役立つ省エネ・

ツール、および農家が太陽光パネルや風力タービン、バイオガスからのエネルギー生産の可能性を評価するのに

役立つ再生可能エネルギー・ツールも持っている 11。 

d. 可能な限り再生可能エネルギー資源を活用し、化石燃料の利用量を削減する。 

e. 可能な限り荷船や鉄道などの輸送方法を優先し、GHG 排出量と化石燃料の利用量を削減する。 

2. 生産者は、大気浄化法とその改正法を遵守して大気資源を保護および強化し、公衆衛生と福祉を促進する必要がある 12。 

3. 生産者は、全地球測位システム（Global Positioning System, GPS）やその他の高度な技術を利用した精密農業技法を必要

に応じて採用し、化石燃料の利用と施肥を最適化する。 

4. 生産者は、非化石燃料エタノールの開発を支援する。毎年、米国の（飼料用）トウモロコシのおよそ 30%が燃料エタ

ノールになる。 

5. 生産者は、全米のエタノール生産、雇用創出、経済活性化を支援する。2019 年、米国のエタノール産業は、ほぼ 34 万

9,000 人の直接雇用者と間接雇用者を支える助けとなった。 

6. 生産者は、USDA-NRCS ツールと資源を使用してエネルギー効率に優れた手法を計画し、実施する 13。それらには、農場

での省エネ機会の特定と優先順位付けに役立つ AgEnergy 管理計画（AgEnergy Management Plans, AgEMPS）、農家が

さまざまな農業活動（農業水利、耕起、窒素利用、畜舎など）のエネルギー使用量とコストを推定できるようにするエ

ネルギー推定ツールなどのオンライン・ツールが含まれる 14。 

7. 生産者は、USDA 調査に参加し、農場での排出量を測定および監視するためにフィールド・トゥ・マーケットの

Fieldprint Calculator などの温室効果ガス（GHG）排出量追跡ツールを使用することが奨励される。 

 

  

 
I. 温室効果ガス排出、化石燃料の利用、および大気質 
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セクション II  

水質と水量 

継続的改善目標 

・ 灌漑用水利用効率の継続的改善と米国の農地の保全 

・ 米国の農地からの堆積物、栄養素、殺虫剤流出を減らすことによって地域の水質を改善 
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ベスト・プラクティス、規制、コンプライアンス基準 

1. 生産者は、栄養素管理計画の策定など最良の管理手法を利用し、地方、州、および連邦の規制に従って以下を行うこと

により、地表水および地下水の供給とその質を保護することが期待されている。 

a. 灌漑を最適化し、灌漑地区に適用されるすべての水保全の取り組みに準拠して、水資源の効果的かつ公平な配分を保

証する。 

b. 適切な保全耕起方法を採用して水の流出量を減らし、浸透量を増やす。 

c. リン（P）および窒素（N）の損失と輸送を低減するための最良の管理手法を実施する。 

i. P および N の投入と利用のバランスをとる。 

ii. 栄養素管理の 4R 原則やその他の栄養素管理方法に従って、P および N に適した施用の速度、方法、タイミング

を用いる。 

iii. 被覆作物、テラス様農地、帯状栽培、等高線耕作、帯状フィルター、保全緩衝帯、農場に適したその他の管理お

よび構造保全手法を使用して、浸食流出と P および N の輸送を最小限に抑える。 

2. 生産者は、指定有害物質の排出を規制する水質浄化法、連邦規則集第 40 巻パート 116～117 を遵守する必要がある。報告

義務のある量の指定有害物質を可航水域、可航水域の海岸線、および隣接する区域に無断で排出した施設は、全国対応

センターと州機関に直ちに通知しなければならない。有害な量の油を排出した場合も直ちに報告しなければならない 15。 

a. 水質に懸念があることが実証されている流域は、各州政府が米国環境保護庁水質浄化法第 303 条(d)リストにリスト

アップする。 

b. 州政府は水質浄化法第 319 条に基づく監視を要求し、最良の管理手法を確実に実施して保全措置が水質にどのように

影響するかを判断できる。 

c. 生産者は、生物学的殺虫剤および残留物を残す化学的殺虫剤の米国の水域への排出に関する国家汚染物質排出削減シ

ステム（National Pollutant Discharge Elimination System, NPDES）の要件を遵守する 16。 

3. 生産者は、湿地への農業の影響に関する水質浄化法第 404 条を遵守する必要がある 17。 

4. 生産者は、安全飲料水法を遵守し、飲料水の地表水源および地下水源の汚染を防ぐことによって公衆衛生を保護する必

要がある 18。 

5. 生産者は、農業活動用水利権を割り当てる、適用される州法令と規制制度（米国の州ごとに異なる）に参加してそれら

に従う 19。 

 

  

 
II. 水質と水量 
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6. 生産者は、地元の農業条件に従った適切な水スチュワードシップにつながる手段を特定して実施する。 

a. 生産者は、その所有地にあるテラス様農地、草が生えた用水路、緩衝帯、池、湖などの構造的解決策や自然に基づく

解決策を必要に応じて、かつ規制に従って実施し、土壌の侵食と流出を削減し、作物への水使用量を最適化する。 

b. 生産者は、余った雨水を集め、家庭排水を再利用して可能な限りかつ必要に応じて生かす。 

c. 生産者は、農地端部、境界、水路の管理にベスト・プラクティスを実施して野生生物の生息地を保全し、農薬の影響

を削減する。 

7. 生産者はその灌漑手法を記録し、灌漑および水管理調査（Irrigation and Water Management Survey）を通じてそれを

USDA の国立農業統計サービス（National Agricultural Statistics Service, NASS）に報告する 20。さらに、生産者は基準

値、頻度、提出方法が異なる州レベルの灌漑報告要件にも従う。 

8. 生産者は農場での水利用のベスト・プラクティスを自主的に採用し、必要に応じて灌漑管理計画を実施し、水利用と灌

漑の効率向上を目標とする連邦政府の技術支援プログラムに参加する 21。それらのプログラムには、調査、監視、およ

び水消費報告のほか、農場での送水、散水方法、灌漑スケジューリングといった領域での最適管理手法の実施、各農場

に適した、適切に補修・維持している灌漑設備技術の採用が含まれる。 

 

 

 

 

 

 

  

 
II. 水質と水量 
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セクション III  

土壌の健全性と生産性 

継続的改善目標 

・ 米国のすべての農地における土壌浸食の継続的な削減 
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III. 土壌の健全性と生産性 

 

ベスト・プラクティス、規制、コンプライアンス基準 

1. 生産者は、土壌、地形、気候条件に適した最良の管理手法を利用して土壌品質と土壌炭素を維持または改善し、浸食を

回避することが期待されている。 

a. 生産者は、輪作、被覆作物、栄養素管理のような保全手法を採用して土壌の健全性を改善すべきである。 

b. 生産者は、土壌の健全性を高め、有機物を増やし、浸透と水分保持を高め、土壌の圧縮と浸食を減らすために、土地

に適した保全方法と不耕起法を採用すべきである。 

c. 生産者は、テラス様農地、河畔緩衝帯、帯状栽培、等高線耕作、帯状フィルター、用水路、およびその他の戦略など

のさまざまな保全手法を実施して土壌浸食を最小限に留めるべきである。 

2. 生産者は、土壌の健全性を監視して維持または改善しなければならない。 

a. NRCS では、土壌検査を 3〜5 年ごとに行い、堆肥を施用していたり、土壌の栄養素や pH を大きく変えようとしてい

たりする場合はそれより頻繁に行うことを推奨している。土壌サンプリングは、ほとんどの郡の普及事務所や州立大

学協同組合普及サービスが無料または低価格のサービスとして提供している。一般に、土壌サンプリング・データは

生産者によって維持されている。 

b. 全地球測位システム（GPS）を利用した精密農業技法は、生産者がグリッド土壌サンプリングを実施するのに役立

つ。 

3. 生産者は、土壌浸食の可能性が高い土地の保全および湿地保全条項を遵守する必要がある 22。 

a. 土壌浸食の可能性が高い土地は、土壌浸食指数が 8 以上の土壌と定義される。USDA は土壌浸食の可能性が高い土地

の記録を保持する計画である。生産者は、その農場の航空画像と、その農場と区画の記録のプリントアウトをその農

場を管理する地元の USDA 事務所から入手できる。 

b. 生産者は、必要な保全システム計画を作成および実施することにより、土壌浸食の可能性が高い土地の規制を遵守し

続ける。 

c. 生産者は、土壌浸食の可能性が高い土地の保全条項の遵守を証明する様式 AD-102623 を USDA 農家サービス局に提出

する。 

d. 土壌浸食の可能性が高い土地に影響を与える可能性のある変更を計画する生産者は、USDA に通知して適切な技術的

判断を仰がなければならない。 

4. 生産者は、ミネソタ州、アイオワ州、ノースダコタ州、サウスダコタ州、モンタナ州、ネブラスカ州の自然草地の保護

に役立つ USDA 草原保護条項 24を遵守する必要がある。 

5. 生産者は、作物残渣を燃やしてそのまま残すことに関するすべての地方条例に従い、貯水や土壌の肥沃度といった望ま

しい農業上の利点を提供する必要がある。 

6. 生産者は、土壌の健全性と透水性を維持・強化し、浸食を減らし、渇水耐性を上げ、水質を改善し、栄養素の損失を減

らし、投入原価を低減する生産手段を実施する連邦、州、業界のイニシアチブに参加する。 

a. USDA は、学術機関、生産者協会と協力し、農業および食料研究イニシアチブ、気候スマート・パートナーシップ・

プログラムなどのプログラムを通して土壌の健全性研究プロジェクトに資金を提供する。業界が主導するイニシアチ

ブには、「土壌健全性を求める農家」などのパートナーシップなどが含まれる。 
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セクション IV 

土地利用、影響を受けやすい生息地、 
生物多様性 

継続的改善目標 

・ 米国の農業環境の中で生息地を保全および向上させることによる多様な種と生態系の支

援 

・ 米国の農地生産性の向上 
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IV. 土地利用、影響を受けやすい生息地、生物多様性 

 

ベスト・プラクティス、規制、コンプライアンス基準 

1. 生産者は、花粉媒介者の生息環境の向上、初期段階の連続生息地の開発、被覆作物の植え付け、植生緩衝帯、池、河畔

緩衝帯などの保全活動を採用して野生生物の生息環境を改善することが期待されている。 
 

2. 生産者は、在来植物を可能な限り保存して農場内の生物多様性を維持または向上させ、保護すべきである。 

3. 生産者は、在来植物の保全にインセンティブを与える保全プログラムに参加し、管理手法を調整して種の生物多様性に

利益をもたらすことが奨励される。 

4. 生産者は、米国絶滅危惧種法 25 を遵守し、法に記載された動植物種が生息する生態系を保存してそれらを絶滅から保護

しなければならない。 

5. 生産者は、連邦渡り鳥条約を遵守して、共有する渡り鳥資源を保護しなければならない。 

6. 生産者は、繁殖、摂食、営巣などを含む最も重要な行動パターンを乱すような方法で絶滅危惧種や絶滅のおそれがある

種の生息地を改変することを禁止する米国の法律を遵守しなければならない。 

a. 生産者は、関連する規制と慣習法に従い、密猟、密漁、絶滅危惧種を含む動植物のその所有地からの採取を阻止す

る、連邦、州レベルの機関からのガイダンスに従う。 

7. 生産者は、絶滅危惧種や絶滅のおそれがある種の絶滅をもたらす可能性のあるプロジェクトを実施する民間団体の申請

書の一部として、必要に応じて生息地保全計画 26を作成する。 

8. 米国のトウモロコシは生物多様性の高い草原（野草地）で生産しない。 

a. USDA 保全回復プログラム（Conservation Reserve Program, CRP）の草原は賃貸料と費用負担の支援を登録生産者に提

供し、植物と動物の生物多様性に重点を置いて放牧地や牧草地を含む草原を維持および保護する。 

9. 米国のトウモロコシは湿地や泥炭地で生産しない。 

a. 生産者は、1985 年 12 月 23 日後に転換された湿地や泥炭地での農産物生産の禁止を含む米国湿地保全条項を遵守する
27。 

i. 湿地は、一般に飽和土壌条件での生育に適した耐水性植生の繁茂を支持するのに十分な頻度と持続時間で地表水

または地下水で浸水または飽和する、湿性土壌が優勢な地域として定義される。 

ii. USDA NRCS は湿地を決定し、その土地を農業目的に使用する限り有効なままになるその記録を維持する。生産

者は、地域の USDA 事務所からその情報のコピーを提供される。 

iii. 湿地に影響を与える可能性のある変更を計画する生産者は、計画を進める前に USDA に通知して技術的判断を仰

がなければならない。 

iv. 生産者は、土壌浸食の可能性が高い土地の保全および湿地保全条項の遵守を証明する様式 AD-102628 を USDA 農

家サービス局に提出する。 
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IV. 土地利用、影響を受けやすい生息地、生物多様性 

 

b. 生産者は、湿地の排水や転換を行わないことによって湿地保全規制の遵守を維持する必要がある。 

c. 生産者は、規制上の許可なく泥炭地を変更することを禁止する適用州法に従う必要がある。 

d. 生産者は、転換された湿地に植林してはならない。 

e. 生産者は、湿地を転換して農産物の生産を可能にしない。 

f. 生産者は、湿地への農業の影響に関する水質浄化法第 404 条に従う必要がある 29。 

g. USDA 耕作可能湿地プログラムは、以前に耕作されていた湿地と湿地緩衝帯に植生を復元して定着させるための借地

料を生産者に提供する 30。 

h. NRCS 湿地維持地役権プログラム 31 は、かつて湿地であった農地を登録し、30 年または恒久地役権のいずれかで自然

湿地状態に復元する。現在までに約 120 万ヘクタールの農地がこのプログラムに登録され、湿地に復元された 32。 

10. 原生林や継続的に森林に覆われていた土地は、将来のトウモロコシ生産用地に変換されない。 

a. 生産者は、原生林から他用途への転換に関する米国の法律に従う必要がある。国有林システムの土地の使用や占有

は、特別使用の許可がない限り禁止される 33。 

b. 生産者は、国有林や国有草原の公有地の使用、占有、転換を禁止する米国の法律に従う必要がある。 

c. NRCS の健全な森林維持プログラムは、生物多様性の改善、炭素隔離の増加、または絶滅のおそれのある種や絶滅危

惧種を救うことを目的とした保全活動のために、10 年間の復元協定と 30 年または恒久地役権を所有者に提供する 34。

稼働中の農地または放牧地の一部である森林は、NRCS 農業地役権プログラムの恒久地役権によって保護することも

できる 35。 

d. 米国の森林面積は 100 年以上にわたって比較的一定である 36。 

11. 原生林や継続的に森林に覆われていた土地から将来のトウモロコシ生産用地への転換、湿地帯や泥炭地でのトウモロコ

シ生産、土壌浸食の可能性が高い土地条項と湿地保全条項に基づく自己監査への前述のコミットメントは、2016 年 1 月

から適用される。 

12. 米国のトウモロコシは指定された保護地域で生産されない。 

a. 生産者は、連邦の保護下にある土地、荒野または研究自然地域に指定された土地、国有林と国有草原の保護された土

地、および国家景観保全システムの土地でのトウモロコシ生産を禁止する米国の法律に従う。 

b. 生産者は、国立公園局が保護する土地でのトウモロコシの生産を禁止する米国の法律に従う。 

13. 生産者は、環境的に貴重な地域や生産性が低い地域を自然の生息地に復元する連邦プログラムや、自然の生息地復元に

役立つ、以下をはじめとする農業法案保全プログラムに参加する。 

a. 土地利用や管理を一時的に変更して環境上の利益を達成する保全回復プログラム（Conservation Reserve Program, 
CRP） 

b. 絶滅危惧種や絶滅のおそれがある種の回復を促進し、動植物の生物多様性を改善し、炭素隔離を強化する特定の保全

行動のための 10 年、30 年、または恒久的な土地制約を土地所有者が実施する、健全な森林維持プログラム（Healthy 
Forests Reserve Program, HFRP） 
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セクション V 

作物の健全性と農業の最良管理手法 

継続的改善目標 

・ 持続可能性を強化する農作業、技術、イノベーションの継続的な採用とそれらへのアク

セスにより、植物と作物の健全性を向上させる 

・ 新規および既存の最良の農業管理手法の実施の拡大 
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V. 作物の健全性と農業の最良管理手法 

 

ベスト・プラクティス、規制、コンプライアンス基準 

1. 生産者は、最良の管理手法を使用して植物資源と作物の品質を保護および改善することが奨励される。 
 

2. USDA 国立種子貯蔵研究所は、農業生産に重要な作物種子ストックの遺伝的多様性を維持し、独自の遺伝資源の開発と

維持に取り組む。 

3. トウモロコシ遺伝資源開発（Germplasm Enhancement of Maize, GEM）プログラムは、遺伝的多様性を高め、商用ハイブ

リッドの遺伝的脆弱性を減らすために研究する。 

4. 米国のトウモロコシ種子商取引は、公正取引と適切な表示に関する連邦種子法 37を遵守する。 

a. 生産者は、すべての適用法と規制に準拠し、そのラベルとマーケティングに対応した高品質な種子を供給者が供給す

る、連邦種子法によって守られる。 

b. 生産者は、現地で採取された、または輸入された種子に行われた処理、認定されたステータス、植物検疫証明書や、

増殖材料などの記録の入手可能性を供給者と協力して保証する。 

5. 生産者はオプションを評価し、その土壌、気候、環境、および社会経済的要因への適合度に優れた種類をその種子供給

者と協力して選定する。 

6. 生産者は、植物と植物製品の輸入に関する植物保護法 38規制を遵守する必要がある。 

a. 生産者は、適切なガイドラインの範囲内で、農業目的での植物／作物の改良開発（例えば、倍数性強化、遺伝子編

集、RNA 干渉（RNAi）、生物学的製剤など）のために通常利用されるプロセスの使用を支援する。 

7. 生産者の作物は、新しいバイオテクノロジー製品が環境および人間と動物の健康にとって安全であることを保証するた

めの協調的なリスクベースのシステムである、バイオテクノロジーを規制するための連邦政府の協調的な枠組みに基づ

いて栽培される 39。 

a. USDA 動植物検疫局（APHIS）40 は、このようなリスクをもたらす可能性のある現代のバイオテクノロジー製品に対

する規制監督を含め、害虫や病気から農業を保護する責任を負う。 

b. 環境保護庁は、殺虫剤の製造方法や作用機序に関係なく健康と環境を守るために、登録プロセスを通して殺虫剤の販

売、流通、使用を規制する。これには、現代のバイオテクノロジー技法によって生命体が生産する殺虫剤の規制が含

まれる。 

c. 食品医薬品局は、遺伝子工学によって開発されるものを含め、植物由来のすべての食品および飼料の安全性と適切な

表示を保証する責任を負う。 
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V. 作物の健全性と農業の最良管理手法 

 

8. トウモロコシ生産者はトレーニングに参加し、ベスト・プラクティスを応用してその製品の安全性と品質を確保する。 

a. USDA は、国家食料・農業研究所（National Institute of Food and Agriculture, NIFA）41などの機関を通して農家、臨時

労働者、季節労働者、移民労働者にトレーニングを提供することにより、トウモロコシが安全に生育し、科学的知識

を応用して土地、水、および生態系の管理を強化し、食料汚染を低減し、作物に水と化学物質（除草剤、殺虫剤、肥

料）を適切に使用するようにする。トウモロコシ農家はまた、適切な演習、機器使用、および維持のトレーニングを

労働者に施す協同普及サービス・プログラムと協力して提供される、NIFA 農場安全トレーニング・プログラムにも参

加する。 

b. 国立労働安全衛生研究所（National Institute for Occupational Safety and Health, NIOSH）は農場の安全、病気、怪我の

予防促進プログラムを実施する 42 一方、労働安全衛生局（Occupational Safety and Health Administration, OSHA）は緊

急時対応、事故、および農場労働者に対する危険に対応するための基準とガイドラインを提供する 43。 

c. EPA は、作物生産などの農場活動による農業業務、農場施設、燃料、機器、化学的操作、大気放出、有害物質、およ

び廃棄物放出に関する規制、プログラム、および認証のガイダンスと文書化を提供する 44。 

9. 生産者は、その所有地が現行の連邦と州の法令に従って現在の、および計画した農業活動に適するようにする。 

a. FSA プログラムに参加する生産者は土地利用報告要件を遵守する。 

b. 生産者は、特定の場所での下地の種類に固有の特性を理解して土地利用と経営上の意思決定を改善するために、

NRCS のウェブ土壌調査にアクセスして利用する。 

10. 生産者は、既知の侵入種の意図的な導入、栽培、および利用を避ける。 

a. 生産者は、侵入種に関する自然資源保全局（National Resource Conservation Service, NRCS）と農場サービス局（Farm 
Service Administration, FSA）の規制とガイダンスに従い、関連する技術支援プログラムに参加する。 

b. 生産者は、動植物検疫局（Animal and Plant Health Inspection Service, APHIS）の規制とガイダンスに従って、米国へ

の侵入種の導入を防ぐ。 
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セクション VI 

農薬および栄養素管理 

継続的改善目標 

・ 米国の水路における農業からの堆積物、リン、窒素、殺虫剤負荷量の継続的な減少 
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VI. 農薬および栄養素管理 

 

ベスト・プラクティス、規制、コンプライアンス基準 

1. 生産者は、農地に適した保全耕耘、輪作、被覆作物、緩衝帯、栄養素管理などの広範な保全手法を採用して栄養素と殺

虫剤／除草剤の損失および流出を減らすことが奨励および動機付けされる。 
 

2. 生産者は、全地球測位システム（GPS）や以下のようなその他の高度な技術を利用した精密農業技法を必要に応じて実

施する。 

a. 肥料および除草剤の割合を変えての施用 

b. 除草剤、殺虫剤、肥料施用のフィールド・マッピング 

3. 生産者は、殺虫剤安全トレーニング、殺虫剤散布通知、個人用保護具の使用、殺虫剤散布後の立ち入り制限期間、除染

用品、救急医療支援に対する規制を満たす米国環境保護庁（Environmental Protection Agency, EPA）農業用殺虫剤に対す

る作業者保護基準 45に従う必要がある。 

4. 生産者は、農薬の取り扱い、保管、および散布規制の準拠を維持する連邦殺虫剤・殺菌剤・殺鼠剤法（Federal 
Insecticide, Fungicide, and Rodenticide Act, FIFRA）46に従う必要がある。 

a. すべての殺虫剤を適切なラベル付きで EPA に登録し、化学物質をどのように、どのような条件下で適用できるかなど

の仕様に従って使用する。 

b. 使用制限のある殺虫剤を使用する殺虫剤施用者への認定とトレーニングが必要である。 

c. 生産者は、化学活性成分のローテーションに関する EPA 規制を遵守する。 

d. 殺虫剤は、一般用途と制限用途に分類される。制限されたカテゴリーの殺虫剤は、認定施用者の直接の監督下、また

は EPA 管理者が要求する可能性があるその他の規制上の制限に基づいてのみ使用できる。 

e. 米国の規制は FIFRA 規制の違反に罰則を科し、これらの指示に違反することは法律違反に相当する。結果として刑事

訴追、損害に対する民事法上の救済手段、ライセンスの喪失などが発生することがある。 

f. FIFRA は、連邦政府が登録した殺虫剤のその州での販売または使用を規制する権限を州に与える。 

g. 生産者は、人口密集地域または水域の 500 メートル以内で WHO クラス Ia、Ib、および II 殺虫剤を散布しないことを

含め、農業化学物質の施用に関するすべての連邦規制とガイドラインを遵守する。 

h. EPA は、殺虫剤、除草剤、殺鼠剤、および抗菌剤の登録、流通、販売、および使用を規制する権限を持ち、FIFRA の

法令遵守と監視に責任を負う。植物保護製品とその他の化学物質に関する規制の執行は、EPA の施行・遵守保証局が

民事訴訟と刑事訴訟によって行う。植物保護製品の適用は、州および部族法令とも整合していなければならず、そこ

では州が遵守監視と執行に第一義的権限を持つ。遵守活動は、現場外での記録レビューから現場での検査まで、およ

び FIFRA に基づいて公布された規制の遵守を強化するための支援サポートに及ぶ。 

i. EPA は、州の主要規制機関と協力して連邦殺虫剤規制を執行し、潜在的な苦情に対応する業務を行う。 

j. 生産者は、植物保護製品とその他の登録済み化学物質を、連邦および州レベルで法的に公認されて免許を与えられた

機関、ディーラー、または販売会社から調達する 47。 

k. 米国環境保護庁（Environmental Protection Agency, EPA）と各州の農務省は、適切な表示と流通を含む、米国での肥料

製品の規制に責任を負う。 

l. 生産者は、特定の作物のニーズに従って推奨された適用法に従う。 
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VI. 農薬および栄養素管理 

 

5. 米国は、生産者による使用を禁止する化学物質リストを施行する、国際貿易の対象となる特定の有害な化学物質および

駆除剤についての事前のかつ情報に基づく同意（Prior Informed Consent, PIC）の手続に関するロッテルダム条約の署名

者である。 
 

6. 生産者は、栄養素製品と植物保護製品の使用と商品化に関して、連邦および州規制に加えて承認した国際協定に由来す

る義務を遵守する。 

7. 生産者は、栄養素管理の 4R 原則（適切な素材で、適切な施用の速度で、適切な時期に、適切な場所で）またはその他の

栄養素管理方法に従って、栄養素製品と保護製品の適切な施用の速度、方法、タイミング、記録管理に関する業界ガイ

ドラインに従う。 

8. 生産者は、健康または環境に不当なリスクをもたらす化学物質を規制し、それらの化学物質の流通と使用を規制する有

害物質規制法 48 を遵守する必要がある。 

9. 生産者は、危険廃棄物、非危険固形廃棄物、地下貯蔵タンクを管理する資源保護回復法を遵守する必要がある 49。 

10. 生産者は、安全飲料水法規制に従って飲料水の地表水源と地下水源の汚染を防ぐことにより、公衆衛生を保護する必要

がある 50。 

11. 生産者は、車両、機械類、および機器を定期的に維持、補修、および校正することにより、安全と最適性能を確保し、

地元と連邦の規制を遵守するための推奨ガイドラインに従ってそれらが継続して動作するようにする。さらに、長距離

トラックを含む自動車はすべて、州の公認検査者による検査を毎年受けなければならない。 

a. 生産者は、農場の現場機器を保護するための OSHA 基準 1928.58 に従う。これは、従業員が現在扱っている、または

将来扱う予定の覆い付き機器の安全な操作と補修について、雇用主が従業員全員を指導しなければならないと定めて

いる 51。 

12. 生産者は、総合的害虫管理（Integrated Pest Management, IPM）の価値を認識し、その有効性を上げるための取り組み

を支援し、必要に応じてその農場に導入する。 

a. 連邦規則集第 7 巻、第 6 章、セクション 136r-1 は、USDA が IPM の導入を支援するための調査、実証、および教育プ

ログラムを実施することを要求している 52。 

b. 生産者は、生物学的、文化的、物理的、および化学的ツールを必要に応じてその農場と業務に取り入れた害虫管理の

最良の解決法のトレーニングに参加し、導入することによって USDA およびその他の連邦機関と協力する。 

13. 生産者は、肥料小売業者と協力して製品ラベルを適切に理解して従い、暴露と人および環境へのリスクを避けるための

貯蔵、混合、および取扱いに関する連邦および州規制とガイダンスを守る。 

c. 生産者は、肥料の安全な貯蔵、取扱い、および管理に関する EPA、OSHA、および ATF ガイダンス（EPA 550-F-15-
001）に加えてその他の OSHA 規制と業界ガイドラインに従う。 

d. 生産者は、使用する各殺虫剤のラベルにある指示と安全上の注意の遵守に関する FIFRA 規制に従い、トウモロコシ生

産に使用する殺虫剤への労働者と取扱者の職業性暴露に起因する、および労働者とその他の人がそのような殺虫剤に

偶発的に暴露することに起因する病気や怪我のリスクを軽減するための基準を定めた作業者保護基準（Worker 
Protection Standard, WPS（米国連邦規則集第 40 巻、第 I 章、第 E 節、パート 170））を遵守する。 

i. 生産者は、個人用保護具の適切な使用法と洗濯、汚染除去、保管、および人と環境へのリスクを最小化するため

のその他の手順を規制した§ 170.240 および§ 170.250 セクションを遵守する 53。 
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セクション VII  

廃棄物と汚染 

継続的改善目標 

・ 生産、加工、消費プロセスを通して廃棄物を最小限に抑えるための継続的な取り組み 

・ 農業技術を継続的に使用してトウモロコシの用途を拡大し、トウモロコシ製品の使用を

さらに効率化 
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VII. 廃棄物と汚染 

 

ベスト・プラクティス、規制、コンプライアンス基準 

1. 生産者は、廃棄物の削減とリサイクルのための措置を講じ、廃棄物のリサイクルに関連する地域の規制を満たす。 

2. 生産者は、作物残渣の燃焼に関する地域の規制に従う必要がある。 

3. 生産者は、指定有害物質の排出を規制する水質浄化法、連邦規則集第 40 巻パート 116～117 を遵守する必要がある。報告

義務のある量の指定有害物質を可航水域、可航水域の海岸線、および隣接する区域に無断で排出した施設は、全国対応

センターと州機関に直ちに通知しなければならない。 

4. 有害な量の油を排出した場合も直ちに報告しなければならない 54。 

a. 水質に懸念があることが実証されている流域は、各州政府が米国環境保護庁水質浄化法第 303 条(d)リストにリスト

アップする。 

b. 州政府は水質浄化法第 319 条に基づく監視を要求し、最良の管理手法を確実に実施して保全措置が水質にどのように

影響するかを判断できる。 

c. 生産者は、生物学的殺虫剤および残留物を残す化学的殺虫剤の米国の水域への排出に関する国家汚染物質排出削減シ

ステム（NPDES）の要件を遵守する 55。 

5. 生産者は、農地に関する一般要件、管理手法、および作業基準を含む下水汚泥の利用および処理基準を定めた連邦規則

集第 40 巻、第 I 章、第 O 節、パート 503 56に従う。 

a. 生産者は、下水汚泥の処理を規制した連邦水質汚濁防止法（水質汚染防止法）セクション 405(a)を遵守する。 

b. トウモロコシ生産者は、連邦および州廃水処理機関の土地や水路への排出物、未処理の下水、汚泥、またはスラリー

利用法の規制処理に従う。 

 



トウモロコシ・サステナビリティ認証プロトコル   |  Grains.org  |  26 

セクション VIII  

労働条件と労使関係 

継続的改善目標 

・ 労働者の経済的保護および雇用保護の改善、労働生産性の向上 

・ 現行法令の継続的な遵守 
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VIII. 労働条件と労使関係 

 

ベスト・プラクティス、規制、コンプライアンス基準 

1. 生産者は、基本最低賃金水準を規定し、学校の授業時間中および危険と見なされる特定の仕事での 16 歳未満の子どもの

雇用を禁止する公正労働基準法 57に従う必要がある。 
 

2. 生産者は、以下の保護を提供する連邦雇用機会均等法 58を遵守する必要がある。 

a. 人種、肌の色、宗教、性別、出身国に基づく雇用差別を禁止する。 

b. 同一施設内で実質的に同等の労働を行う男女を性別に基づく賃金差別から保護する。 

c. 40 歳以上の個人を保護する。 

d. 障害のある有資格者個人に対する雇用差別を禁止する。 

e. 遺伝情報に基づく雇用差別を禁止する。 

f. 性的指向と性表現に基づく雇用差別を禁止する。 

g. 従業員選考手順に関するガイドラインを提供する。 

3. 生産者は、移民および季節農業労働者に保護措置を提供する移民および季節農業労働者保護法 59 を遵守する必要があ

る。 

a. セクション 524 は、人やその他の団体が就職に関係した活動に移民や季節農業労働者を雇用、採用したり、料金を調

べたりすることは一般に違法であると定めている 60。 

b. 連邦規則集第 29-B 巻、第 V 章、第 A 節、セクション 500.51-g は、米国で雇用するために移民や季節農業労働者を雇

用、採用したり、料金を調べたりした農場労働契約者に課せられる罰則を定めている 61。 

c. 米国の法律、移民および季節農業労働者保護法（セクション 504）に従い、ILO 条約と整合して、農業労働者は、あ

らゆる形式の脅威、解雇、および差別行動に直面することなく労働省賃金・時間局に苦情を申し立て、個人的な訴訟

を起こし、証言し、捜査や訴訟に協力する権利を有する。 

4. 生産者は、以下を含むあらゆる種類の強制労働または拘束労働を利用しないことについて強制労働廃止法 62 を遵守する

必要がある。 

a. 政治的強制や教育の手段として、または確立された政治的、社会的、もしくは経済的システムに反対する政治的見解

を保持または表明したことへの罰として 

b. 経済発展の目的で労働者を動員し利用する方法として 

c. 労働者懲戒の手段として 

d. ストライキに参加したことに対する罰として 

e. 人種的、社会的、国家的、宗教的な差別の手段として 

5. 生産者は、農場労働者が飲料水と衛生設備を利用する可能性に関する要件を定めた農業労働安全衛生基準 1928.110 サブ

パート I を遵守する。 
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VIII. 労働条件と労使関係 

 

6. 生産者は、在留資格にかかわらず人身売買被害者に保護と支援を提供する人身売買および暴力被害者保護法 63 を遵守す

る必要がある。 
 

7. 生産者は、適用される連邦法および州法に従って労働組合の組織化または団体交渉に従事する権利を含む、労働者の団

結権を認める 64。 

a. 生産者は、関連する連邦および州規制に従って労働者の苦情を非公開で処理し、公正かつ透明性のある方法で調査す

ることの重要性を認識する。 

8. 生産者は、州や国の組織全体で指導的地位に女性を求め、採用し、昇進させるための継続的な努力を積極的に支援する

ことが期待される。 

9. 生産者は、年少者の教育機会を保護するための最低賃金、時間外労働、記録管理、最大労働時間、若年層雇用、および

児童労働に対する基準を定めた、農業雇用に対する公正労働基準法（Fair Labor Standards Act, FLSA）の条項に従う。 

10. 生産者は、関連するすべての連邦および州労働法、米国が当事者である国際条約および公約を遵守し、労働者が 1 日当

たり最大労働時間数、最大連続労働日数、および農作業の種類ごとに適用されるその他の規制を越えないことを保証す

る。 
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セクション IX 

労働者と公共の安全 

継続的改善目標 

・ 労働者、公共の安全および福祉の向上 

・ 現行法令の継続的な遵守 
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ベスト・プラクティス、規制、コンプライアンス基準 

1. 生産者は、殺虫剤安全トレーニング、殺虫剤散布通知、個人用保護具の使用、殺虫剤散布後の立ち入り制限期間、除染

用品、救急医療支援に対する規制を満たす米国環境保護庁（EPA）農業用殺虫剤に対する作業者保護基準 65 に従う必要

がある。 

a. 殺虫剤をスプレー、燻蒸剤、ミスト、煙のいずれでエアブラスト散布するときも、散布器から水平に 100 フィートの

散布除外域が必要である。散布除外域に人がいるのを散布者が見つけたら、EPA による作業者保護基準の規制に従っ

て散布を中断しなければならない。 

2. 生産者は、農薬の取り扱い、保管、および散布規制の準拠を維持する連邦殺虫剤・殺菌剤・殺鼠剤法（FIFRA）66に従う

必要がある。 

3. 生産者は、労働安全衛生法（Occupational Safety and Health Act, OSHA）67を遵守して職場暴力ガイドラインを含む安全

で健康的な労働条件を保証する必要がある。OSHA は以下の保護を提供する。 

a. 従業員は、職場の OSHA 検査を要求できる。 

b. 従業員は、報復や差別を受けることなく法律に基づく権利を行使できる。 

c. 従業員は、危険、害がないようにする方法、職場に適用される OSHA 基準について、理解できる言語でトレーニング

を受ける。 

4. OSHA 安全規制に違反した従業員は解雇される可能性がある。 

a. 生産者は、脅迫と暴行を禁止する連邦および州の規制に従う必要がある。 

b. 生産者は、大気浄化法とその改正法を遵守して大気資源を保護および強化し、公衆衛生と福祉を促進する必要がある
68。 

c. 生産者は、危険廃棄物、非危険固形廃棄物、地下貯蔵タンクを管理する資源保護回復法を遵守する必要がある 69。 

d. 生産者は、安全飲料水法に従って飲料水の地表水源と地下水源の汚染を防ぐことにより、公衆衛生を保護する必要が

ある 70。 

5. 生産者は規制に従うとともにベスト・プラクティスを実施して、農場従業員の安全と、農場の種類に応じて予知できる

必要な緊急事態に対処することを保証する。 

a. 生産者は、労働者の怪我や死亡を通知すべき連絡先の氏名と電話番号を用意しておくことを農場の雇用主に要求す

る、移民および季節農業労働者保護法（Migrant and Seasonal Agricultural Worker Protection Act, MSAWP）の条項を遵

守する。 

b. 生産者は、農業安全と農場労働者の緊急時対応に関する OSHA のガイダンスに従う重要性を認識する。これには、緊

急事態の発生前、発生中、および発生後の緊急時対応手順を定めていることを保証する緊急行動計画（Emergency 
Action Plan, EAP）の策定を含む 71。EAP に対するガイダンスは、緊急避難の手順と経路、労働者の行動を把握するた

めの手順、緊急通信機器、労働者の近親者の緊急電話番号と連絡先、必要な消耗品、農場資産と労働者の一次および

二次移動地域の所在地の策定を含む。 
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6. 生産者は、施設の中心位置（「中心ディスプレイ」）で使用した殺虫剤ごとの殺虫剤散布情報と安全性データ・シート

（Safety Data Sheet, SDS）（殺虫剤散布および危険情報と総称する）を掲示することを雇用主に要求する、農業作業者保

護基準の最終規則を遵守する。雇用主はまた、施設で使用した殺虫剤の散布固有情報と SDS を 2 年間にわたって維持

し、労働者と取扱者、それらが指名した代表者、および治療に当たる医療関係者の要求があり次第利用できるようにし

なければならない。 

a. この情報が利用できることは、脆弱な可能性があるか、その免疫系に障害を持つ可能性がある正規労働者、臨時労働

者、および季節労働者がその健康状態に従って植物保護製品（Plant Protection Products, PPP）や有害物質を使用する

か、取り扱わないかを裏付けるのに寄与する。 

b. 生産者は、散布者が適切なトレーニングを受け、使用制限のある殺虫剤の使用資格を必要に応じて取得し、適切な個

人用保護具を使用するようにしなければならない。 

c. 米国では、使用制限のある殺虫剤（Restricted Use Pesticides, RUP）の散布者や使用監督者は、EPA 規制と州、地法、お

よび部族法に従って資格を取得することが連邦法によって義務付けられている。殺虫剤施用者は、RUP を適切、効果

的、かつ安全に施用する方法を知っていなければならない 72。 

7. 生産者は、正規労働者、臨時労働者、および季節労働者とその家族が清潔で安全な宿泊設備と衛生設備を利用できるよ

うにする要件を定めた OSHA 規制基準 1910 サブパート J に従う 73。 

8. 生産者は、圃場衛生要件を含む農業労働安全衛生基準を定めた連邦規則集第 29-B 巻、第 XVII 章、パート 1928 を遵守す

る 74。 

a. 生産者は、適切な手洗いおよび入浴設備の利用可能性に関する条項を含む、OSHA の労働安全衛生基準 1910 サブパー

ト J を遵守する 75。 

9. 生産者は、危険廃棄物の生成、輸送、取扱い、保管、および回収を規制し、農業従事者が危険廃棄物や非危険固形廃棄

物（農業用プラスチック材料、梱包材など）の適切な取扱いおよび処分要件に従うことを要求する資源保全再生法

（Resource Conservation and Recovery Act, RCRA）を遵守する 76。 

a. 生産者は、有害物質を適切に保管、輸送、および処分するための施設、作業、および手順に関する要件を定めた、有

害物質に関する OSHA 基準 1910 サブパート H を遵守する 77。 

10. 生産者は、正規労働者、臨時労働者、および季節労働者の労働関係災害や病気の補償に関連する連邦および州法を必要

に応じて遵守する。 

11. 生産者は、該当する場合に臨時労働者と季節労働者を支援および協力し、医療保険の利用可能性情報へのタイムリーな

アクセスを提供して理解させる。 
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セクション X 

地域社会との関係 

継続的改善目標 

・ トウモロコシ生産者と地域社会の良好な関係の促進と維持 
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ベスト・プラクティス、規制、コンプライアンス基準 

1. 生産者は、土地所有権、借地権、またはその他の法的合意を示す文書を作成し、トウモロコシを生産するために土地を

利用することが奨励される。 

a. 連邦土地政策管理法は、許可または賃貸契約のない開発から公有地を保護する 78。 

b. 土地利用契約は、州法と米国コモン・ローに準拠する。米国の裁判制度が土地利用紛争を調停するための仕組みであ

る。 

2. 生産者は、USDA 自然資源保全局（NRCS）と、統計、法律、組織リンク、文献、技術ツール、および州独自のリソース

を提供するアメリカ農地トラスト農地情報センター79を通して農地保護と管理に関する情報を入手する。 

3. さらに USDA NRCS は、生産的な農地を農業用途に維持するための開発権購入資金を農地地役権プログラム

（Agricultural Land Easement Program, ACEP）によって提供し 80、アメリカ農地トラスト 81 は、保全地役権プログラ

ム、農業を念頭に置いた計画的成長、および管理と保全の活動を通して農地保護のためのプログラムと方針を確立す

る。 

a. 緊急計画および地域の知る権利に関する法律は、社会で使用される有害物質に対する地域社会の認識と対応を支援す

る 82。 

b. USDA 協同普及システム事務所は、標準的な農作業に関する研究に基づいた情報を提供する全国的な教育ネットワー

クである。 

c. 環境保護庁の水データ・ツールである「私の水路はどうなっているか」83 は、潜在的な流域汚染に関する情報を提供

する。 

d. 生産者は、監視責任を負うすべての連邦機関による植物育種技術革新で開発された製品の規制状況に関する公開情報

の発表と維持を支援する。 

e. 生産者は、土壌および水保全地区などの農業土地所有者と生産者からなる地域資源計画グループの展開を支援して、

地域の保全と環境問題に対処する。 

f. 生産者は、地域社会と連携して、地域社会メンバーと生産者の間の懸念、苦情、またはその他の不満のコミュニケー

ションが理解され、協力的に対処されるようにする。 

4. 生産者は、幼稚園から高校までのすべての子どもの無償公教育を税金で支援する。 

5. 生産者は、農作業に関する研究に基づいた情報を提供する全国的な教育ネットワークである、USDA 協同普及システム

を通して農業関連の教育プログラムを支援する。 
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6. 生産者は、地域レベルですべての若者に機会への平等なアクセスを与えることを目的とする 4-H 青少年教育プログラム
84 を支援する。4-H は、STEM プログラム（科学、技術、工学、数学）、健康的な生活、および市民活動への重点を含

め、若者が生活や地域社会に前向きな変化をもたらすのに必要なスキルを開発するための地域社会、指導者、学習機会

を若者に提供する。4-H の会員数は現在、約 5 万人のボランティアとともに 600 万人を超える。 
 

7. 生産者は、アメリカ合衆国学校農業クラブ連盟（FFA）を支援する 85。FFA は、農業の科学、ビジネス、技術において

リーダーシップを発揮し、キャリアを積む準備をメンバーにさせる主要な青年組織である。現在、全米 50 州とプエルト

リコの 8,739 地方支部に 76 万人のメンバーを擁する。 

8. USDA 海外農業局（FAS）86 は、開発途上国が農業システムと貿易能力を向上させるのを支援するプログラムを管理す

る。FAS は、米国国際開発庁と協力して飢餓の削減と、特に女児の識字率向上のために設計された米国の食糧援助プロ

グラムと教育プログラムを管理する。このプログラムには、進歩のための食糧計画、地方・地域食糧援助調達プログラ

ム、マクガバン・ドール教育のための食糧プログラム、ビル・エマーソン人道支援基金などがある。 

9. USDA 食料・栄養局は、連邦栄養支援プログラムを管理し、子どもや低所得者に食料と健康的な食事、栄養教育を提供

して米国内の飢餓を減らす。プログラムには WIC、補助栄養支援プログラム、学校給食、夏の給食が含まれる。 

10. 生産者は一般に、世界貿易機関（WTO）への米国の継続的参加を支持し、貿易紛争を仲裁して実行活動を実施する

WTO の権限を支持する。 
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セクション XI 

継続的改善およびガバナンス 

継続的改善目標 

・ 現在の最良の管理手法を継続的に採用し、新しい方法と技術を採用してその開発を支援

することにより向上する持続可能性 
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XI. 継続的改善およびガバナンス 

 

ベスト・プラクティス、規制、コンプライアンス基準 

1. 生産者は、土壌、地形、気候、機器に適した最良の管理手法を利用して収量、水使用量、農薬使用量、土壌の健全性、

および水質を最適化し、野生生物の生息地を改善することが奨励および動機付けされる。 

a. NRCS は、保全活動の成果を評価し、土壌浸食、土壌の健全性、炭素隔離、野生生物の生息地、湿地の復元、栄養効

率、水質、灌漑効率、地下水保護、および森林再生の改善を動機付けるいくつかのプログラムを管理する 87。 

2. 生産者は、作物生産を向上させるイノベーションを採用し、その開発を支援し続けることが期待される。 

a. 遺伝学とバイオテクノロジー：進歩により、生産者は収量を維持または改善しつつ、耕耘、殺虫剤使用量、燃料消

費、GHG 排出量／ブッシェルを削減できるようになった。 
b. 機器：改良された不耕起掘削機、空気圧播種機、適切な季節に施肥するための Y ドロップのようなイノベーションに

より植え付けと収穫の速度と精度が上がり、効率が向上した。 
c. 技術とデータ：精密農業技術、全地球測位システム（GPS）、収量モニター、およびその他の技術改善により管理デー

タが改善され、生産者がコストと収量を最適化するのに役立った。 
d. 天気予報：天気予報の精度向上と、現場や遠隔地から予報データにアクセスする改良された技術により、生産者が意

思決定を改善し、リスクを低減し、作物に必要なものをより正確に提供できる。 

3. 生産者は、作物管理を向上させる以下のようなイノベーションを採用し、その開発を支援し続けることが奨励される。 

a. クラウドによりデータの保存、管理、リモート・アクセスが増加し、作物管理の意思決定が改善される。 
b. 拡張可能な持続可能性ソフトウェアにより、生産者は農地のさまざまな管理オプションをモデル化して比較できる。 
c. ブロックチェーン技術により、作物がどこでどのように管理されたかを正確に追跡できる。 
d. ロボティクス・システムは、労務管理、収穫後処理、サプライ・チェーン物流、および機器操作を支援できる。 
e. 生産者は、衛星画像により作物をリモートで監視し、管理上の意思決定を行うことができる。 
f. ハイパースペクトル・イメージング分光法（Hyperspectral Imaging Spectroscopy, HIS）の改良とグローバル・ハイパー

スペクトル・イメージング農作物スペクトル・ライブラリー（Global Hyperspectral Imaging Spectral-library of 
Agricultural-Crops, GHISA）88 の開発により、農作物のモデリング、マッピング、およびモニタリングが世界中で改善

される。 
g. スマート排水システム、インフィールド・センサー、地下灌漑、農場内灌漑の貯蔵と再利用により、水管理と灌漑の

改善が可能になる。 

4. 生産者は、トウモロコシの持続可能な生産を向上させるイノベーションを採用し、その開発を支援し続けることが期待

される。 

a. クリーン・エネルギー技術、エネルギー貯蔵、エネルギー効率、および二酸化炭素回収手段を可能な限り採用し、エ

ネルギー使用量と GHG 排出量を削減する。 

5. 継続的改善は、以下のようなさまざまな規制された保全プログラムと技術移転システムによって支援される。 

a. 保全回復プログラムは、土壌浸食にさらされやすい農地や野生生物の生息地にとって重要な農地（2019 年時点で 840
万ヘクタールが登録）を長期的に確保するための資金を援助することにより、最も影響を受けやすい地域を保護する 89。 

b. 保全スチュワードシップ・プログラムは、事業全体の保全実績全体に対して生産者に報奨する（2021 年時点で 1,820
万ヘクタールが登録）90。 

c. 環境品質インセンティブ・プログラムは、生産中の農地の環境品質を向上させるための財政的および技術的支援を提

供する（2017 年、2018 年、2019 年に 2,100 万ヘクタールが登録）91。 
d. 地域保全パートナーシップ・プログラムは、連邦政府とパートナー団体の両方が資金を提供する地域特定プロジェク

トに財政的および技術的支援を提供する（2019 年末に 3,000 を超えるパートナーとの 375 の地域プロジェクトを通じ

て 1,000 万ヘクタールが支援を受けた）92。 
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e. 保全効果評価プロジェクトは、環境保全活動やプログラムが環境に与える影響を定量化し、環境品質のために農業環

境を管理するための科学基盤を構築する 93。 
f. 環境イニシアチブは、よりきれいな水と空気、より健全な土壌、野生生物の生息地の強化など、自発的な保全プログ

ラムの恩恵を加速するために利用される。2022 年、NRCS は野生生物、水、生態系、花粉媒介者、林業のために 11 の

環境イニシアチブを全米で実施した 94。 
g. 生産者は、認定作物アドバイザーとの交流、ディスカバリー・ファームのツアー、大学の実験圃場と研究圃場の公開

日、農家から農家へのプログラム、戦術農業プログラム、USDA、州および地域の保全プログラムへの参加など、多

くの情報メカニズムを通して教育、技術移転、実践採用に従事する。 
h. 現地の土壌や条件に合わせてカスタマイズされたフィールド・オフィス・テクニカル・ガイドを利用すれば、生産者

による生産および保全対策を改善できる 95。 

6. 生産者は、公務員や証人への贈賄を違法とする連邦規則集第 18 巻、セクション 201 を遵守する。ここで、賄賂は公務の

見返りに価値のあるものを贈ったり、受け取ったりすることを意味する 96。生産者はさらに、外国の公務員に賄賂を支

払って事業の獲得や保持を助けてもらうことを禁止する海外汚職行為防止法（Foreign Corrupt Practices Act, FCPA）に

従う。 

7. 生産者は、その活動に関連する法律と規制の変更情報をさまざまな手段で得る。 

a. 米国農務省（U.S. Department of Agriculture, USDA）は、メディア、ウェブサイト、ニュースレター、およびソーシャ

ル・メディア・チャンネルで広める規制の変更と政策の公式プレス・リリースを発行する。USDA 農場サービス局

サービス・センター97は全米 4,500 カ所以上にあり、米国のほぼすべての農業が盛んな郡で情報とスタッフの助言サー

ビスを農業従事者に提供している。 
b. USDA は、国家食料・農業研究所（NIFA）を通してトウモロコシ農家がその事業に関する公共政策の意味を理解する

のを支援するトレーニングを提供している。 
c. 環境保護庁（EPA）、食品医薬品局（Food and Drug Administration, FDA）、動植物検疫局（APHIS）といった米国の規

制機関もまた、プレス・リリースと公式ウェブサイト、ニュースレター、およびソーシャル・メディア・チャンネル

上の情報によって、提案、変更、または新たに公表した規制に容易にアクセスできるようにする。 
d. 生産者は、米国政府の官報であり、管理規定の法的通知、通知、および大統領の公文書を包括的かつ一定の方法で提

供する米国連邦官報にもアクセスする。 
e. トウモロコシ生産者は、国、州、および地元のトウモロコシ生産者協会や拡大サービス・プログラムを通して新たな

法律と規制の情報、トレーニング、および分析を受け取ることもある。 

8. 米国内国歳入庁（IRS）は、投入、経費、収益、控除、利益、および資産の正確な課税用文書の維持を含む、農業活動の

特定の記録管理規則に生産者が従うことを要求している。IRS 公告第 225 号（農業事業者用税金ガイド）は、農業に適用

される連邦税法を詳細に説明し、利益額、損失額、および納税額を適切に計算するために必要な記録管理システムの概

要を述べている 98。 

9. 生産者は、品質、価格、数量、支払い条件を扱うさまざまな種類の契約を使用してその収穫を協議する。契約の種類に

は、キャッシュ契約、現物先渡契約、先物契約、オプション契約などがある。 

10. 生産者は、新技術を継続的に評価して取り入れ、その生育状態、ニーズ、ならびに運用および経済能力に応じて作物収

量を最適化し、環境への影響を軽減する。それらには、収量地図と土壌地図の採用、自動誘導システムのほか、種子

率、栽植距離、作物栄養素の数量、および植物保護製品の最適化を可能にする可変作業技術の使用、さらには化石燃料

消費量の削減が含まれる。生産者はまた、在庫品の記録、資産使用の最適化、農場投入、および農場経営でのデータ駆

動型意思決定の支援活動に寄与するデジタル農業情報技術も導入しつつある。 

 
XI. 継続的改善およびガバナンス 
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トウモロコシの持続可能性検証 
Sustainable Corn Export LLC（持続可能なトウモロコシ輸出 LLC） 

トウモロコシのバイヤーおよび輸出市場によって表明された、米国のトウモロ

コシ生産の持続可能性実践に対する理解を深めたいという関心に対応し、アメ

リカ穀物協会は、トウモロコシ・サステナビリティ認証プロトコル（CSAP）
に関連するウェブ・プラットフォームを運営する独立法人、Sustainable Corn 
Export LLC（サステナブル・コーン・エクスポート LLC）を設立した。 

 
この組織は以下の責任を負う。 

・ 米国の持続可能なトウモロコシ適格性（USDA 農業サー

ビス局プログラムへの参加、および土壌浸食の可能性が

高い土地の保全および湿地保全条項の遵守に関する年次

内部監査（様式 AD1026）の提出）について確立された

最低検証基準に基づいて、CSAP に準拠した米国産トウ

モロコシの総量を毎年決定する。 

・ 最低持続可能性検証基準値を満たす適格トウモロコシの

総面積とエーカーあたり国内平均収量を使用し、CSAP
に基づく配分の対象となる米国産トウモロコシの合計量

を決定する。 

 

・ 関心のあるトウモロコシの適格なバイヤーがオンライン

で登録し、トウモロコシの出荷ごとに CSAP に基づく製

品の適格性を検証した、出荷ごとの持続可能性記録

（Record of Sustainability, ROS）を要求するためのウェブ

サイトを構築して維持する。 

・ インターネットでアクセス可能なデータベース（以下

「データベース」という）を介して記録管理システムを

維持する。このデータベースは、CSAP に基づいて輸出

される米国産トウモロコシが準拠しており、かつ記録さ

れていることを確認するために使用される。

持続可能性記録の発行

・ データベースを使用するシッパー（出荷者）は、個々に

識別可能な持続可能性記録（ROS）に必要な情報を提供

する企業固有の記録を確立し、維持し、個々の米国産ト

ウモロコシの輸出に添付する。 

・ ROSの対象であるトウモロコシを輸送しようとするシッ

パーまたは輸出業者は、以下を行わなければならない。 

○ トウモロコシ・サステナビリティ認証プロトコルの

ユーザーとして登録する。 

○ シッパー固有のセキュアな記録をデータベースに構

築する。 

○ シッパー固有のセキュアな記録に出荷固有の情報を

記録する。 

○ シッパーが作成および維持する記録には、少なくと

も米国からのトウモロコシ出荷量と出荷日を含め

る。シッパーは、オプションとして追加情報を含め

ることができる。 

○ サステナブル・コーン・エクスポート LLC が米国か

らのトウモロコシ出荷量と出荷日にアクセスできる

ようにすることに同意する。 

・ このプロトコルの対象である米国産トウモロコシの各出

荷には、以下の個々に識別される（番号が付けられた）

出荷固有の文書が添付される。シッパーの記録から抽出

された情報。最低持続可能性検証基準を満たすプロトコ

ルに準拠した全米のマスバランスに基づくトウモロコシ

の量に基づく、加工・流通過程についての Sustainable 
Corn Export LLC による証明 

・ CSAP に対するマスバランス・アプローチの論理に基づ

き、毎年発行される持続可能性記録の合計量が、毎年

データベースに入力される、プロトコルに準拠したトウ

モロコシの量を超えることはない。 

・ サステナブル・コーン・エクスポート LLC は、米国か

らのトウモロコシ出荷量と出荷日を使用してプロトコル

に関する必要な報告を管理し、提供する。サステナブ

ル・コーン・エクスポートはまた、ウェブサイトと、

ウェブベースのシステムが利用できない場合の文書発行

と記録管理のための代替／バックアップ・システムも維

持する。 

・ いずれの当事者も、サステナブル・コーン・エクスポー

トのウェブ・プラットフォームを無償で利用でき、それ

ぞれの持続可能性記録を無償で発行および利用できる。 
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米国トウモロコシ業界の持続可能性目標： 
継続的改善 

米国のトウモロコシ農家は単一農業分野で最大であり、年間作付面積は 9,000
万エーカーを超えている。農家規模の小さな改善が、持続可能性の環境、社

会、経済指標全体に大きな全国的影響を与える。全米トウモロコシ生産者協会

（NCGA）はこれらの農家を代表する最大の栽培者グループであり、州関連の

組織を通じて 33 万人以上の栽培者を代表する栽培者主導の組織である。 
 

NCGA からの持続可能性へのコミットメントは、「フィールド・トゥ・マーケット：持続可能な農業を目指す団体」の設立

メンバーであることと、牛肉、鶏肉、豚肉、乳製品部門の持続可能性イニシアチブの支援を含む。NCGA は、フィールド・

トゥ・マーケットの作業に基づき、大豆や綿といったその他の作物システムと協働して最初のトウモロコシ持続可能性報告

書を 2021 年 6 月に発表した。米国のトウモロコシ生産者は、5 つの持続可能性影響度カテゴリーでの環境実績をその中で評

価し、2030 年の一連の実績目標を策定した（下記参照）。これらの目標は、最新技術を現在の増加速度で採用したときにト

ウモロコシ生産が改善する可能性を表す。 

USGC は、持続可能なトウモロコシ生産をさらに強化するための NCGA の 5 つの環境的国家効率目標と、5 年サイクルで更

新され、査読を受けて実績のベンチマークおよび評価として機能するフィールド・トゥ・マーケット国家指標報告書を

CSAP によって明らかにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：全米トウモロコシ生産者協会持続可能性コミットメントおよび目標、NCGA 2021 持続可能性報告書、https://bit.ly/3KxATAm。削減コミットメントは 2020 年基準値を使用して設定した。 

米国トウモロコシ農家持続可能性声明 

米国のトウモロコシ農家は、豊富な高品質の食料、飼料、再生可能エネル

ギー、バイオベース製品、生態系サービスを提供する多用途作物であるト

ウモロコシの生産を継続的に改善することに全力を傾けている。私たちは

土地管理者として、透明性を持つとともに、土地、水、エネルギー利用の

継続的な進歩と効率性を通じて、将来の世代のために環境的、経済的によ

り持続可能な世界を創造する責任を担っていることを理解している。 

NCGA の目標 
2030 年まで 

土地利用効率

の向上 

12% 
土壌浸食の削

減 

13% 
灌漑用水利用

効率の向上 

15% 

 

エネルギー利

用効率の向上 

13% 
GHGL 排出量

の削減 

13% 
 

 

 

ベンチマーク 
トウモロコシ農家の技術

の採用と資源管理の改善

は、確立された持続可能

性指標によって測定され

る。 

 

 

 

触媒作用 
農家は自発的にサプラ

イ・チェーン内のイニシ

アチブに参加してより多

くの情報を収集し、顧客

固有の持続可能性ニーズ

を満たす。 

 

請求を可能にする 
農家は、Fieldprint 
Calculator を使用して個々の

情報を提出する。その後、

それは地域データに集約さ

れ、サプライ・チェーン・

パートナーが持続可能性の

インプリントを測定すると

きに使用できるようにな

る。 
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	3. 生産者は、殺虫剤安全トレーニング、殺虫剤散布通知、個人用保護具の使用、殺虫剤散布後の立ち入り制限期間、除染用品、救急医療支援に対する規制を満たす米国環境保護庁（Environmental Protection Agency, EPA）農業用殺虫剤に対する作業者保護基準45に従う必要がある。
	4. 生産者は、農薬の取り扱い、保管、および散布規制の準拠を維持する連邦殺虫剤・殺菌剤・殺鼠剤法（Federal Insecticide, Fungicide, and Rodenticide Act, FIFRA）46に従う必要がある。
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	9. 生産者は、危険廃棄物、非危険固形廃棄物、地下貯蔵タンクを管理する資源保護回復法を遵守する必要がある49。
	10. 生産者は、安全飲料水法規制に従って飲料水の地表水源と地下水源の汚染を防ぐことにより、公衆衛生を保護する必要がある50。
	11. 生産者は、車両、機械類、および機器を定期的に維持、補修、および校正することにより、安全と最適性能を確保し、地元と連邦の規制を遵守するための推奨ガイドラインに従ってそれらが継続して動作するようにする。さらに、長距離トラックを含む自動車はすべて、州の公認検査者による検査を毎年受けなければならない。
	12. 生産者は、総合的害虫管理（Integrated Pest Management, IPM）の価値を認識し、その有効性を上げるための取り組みを支援し、必要に応じてその農場に導入する。
	13. 生産者は、肥料小売業者と協力して製品ラベルを適切に理解して従い、暴露と人および環境へのリスクを避けるための貯蔵、混合、および取扱いに関する連邦および州規制とガイダンスを守る。


	セクションVII
	廃棄物と汚染
	1. 生産者は、廃棄物の削減とリサイクルのための措置を講じ、廃棄物のリサイクルに関連する地域の規制を満たす。
	2. 生産者は、作物残渣の燃焼に関する地域の規制に従う必要がある。
	3. 生産者は、指定有害物質の排出を規制する水質浄化法、連邦規則集第40巻パート116～117を遵守する必要がある。報告義務のある量の指定有害物質を可航水域、可航水域の海岸線、および隣接する区域に無断で排出した施設は、全国対応センターと州機関に直ちに通知しなければならない。
	4. 有害な量の油を排出した場合も直ちに報告しなければならない54。
	5. 生産者は、農地に関する一般要件、管理手法、および作業基準を含む下水汚泥の利用および処理基準を定めた連邦規則集第40巻、第I章、第O節、パート503 56に従う。


	セクションVIII
	労働条件と労使関係
	1. 生産者は、基本最低賃金水準を規定し、学校の授業時間中および危険と見なされる特定の仕事での16歳未満の子どもの雇用を禁止する公正労働基準法57に従う必要がある。
	2. 生産者は、以下の保護を提供する連邦雇用機会均等法58を遵守する必要がある。
	3. 生産者は、移民および季節農業労働者に保護措置を提供する移民および季節農業労働者保護法59を遵守する必要がある。
	4. 生産者は、以下を含むあらゆる種類の強制労働または拘束労働を利用しないことについて強制労働廃止法62を遵守する必要がある。
	5. 生産者は、農場労働者が飲料水と衛生設備を利用する可能性に関する要件を定めた農業労働安全衛生基準1928.110サブパートIを遵守する。
	6. 生産者は、在留資格にかかわらず人身売買被害者に保護と支援を提供する人身売買および暴力被害者保護法63を遵守する必要がある。
	7. 生産者は、適用される連邦法および州法に従って労働組合の組織化または団体交渉に従事する権利を含む、労働者の団結権を認める64。
	8. 生産者は、州や国の組織全体で指導的地位に女性を求め、採用し、昇進させるための継続的な努力を積極的に支援することが期待される。
	9. 生産者は、年少者の教育機会を保護するための最低賃金、時間外労働、記録管理、最大労働時間、若年層雇用、および児童労働に対する基準を定めた、農業雇用に対する公正労働基準法（Fair Labor Standards Act, FLSA）の条項に従う。
	10. 生産者は、関連するすべての連邦および州労働法、米国が当事者である国際条約および公約を遵守し、労働者が1日当たり最大労働時間数、最大連続労働日数、および農作業の種類ごとに適用されるその他の規制を越えないことを保証する。


	セクションIX
	労働者と公共の安全
	1. 生産者は、殺虫剤安全トレーニング、殺虫剤散布通知、個人用保護具の使用、殺虫剤散布後の立ち入り制限期間、除染用品、救急医療支援に対する規制を満たす米国環境保護庁（EPA）農業用殺虫剤に対する作業者保護基準65に従う必要がある。
	2. 生産者は、農薬の取り扱い、保管、および散布規制の準拠を維持する連邦殺虫剤・殺菌剤・殺鼠剤法（FIFRA）66に従う必要がある。
	3. 生産者は、労働安全衛生法（Occupational Safety and Health Act, OSHA）67を遵守して職場暴力ガイドラインを含む安全で健康的な労働条件を保証する必要がある。OSHAは以下の保護を提供する。
	4. OSHA安全規制に違反した従業員は解雇される可能性がある。
	5. 生産者は規制に従うとともにベスト・プラクティスを実施して、農場従業員の安全と、農場の種類に応じて予知できる必要な緊急事態に対処することを保証する。
	6. 生産者は、施設の中心位置（「中心ディスプレイ」）で使用した殺虫剤ごとの殺虫剤散布情報と安全性データ・シート（Safety Data Sheet, SDS）（殺虫剤散布および危険情報と総称する）を掲示することを雇用主に要求する、農業作業者保護基準の最終規則を遵守する。雇用主はまた、施設で使用した殺虫剤の散布固有情報とSDSを2年間にわたって維持し、労働者と取扱者、それらが指名した代表者、および治療に当たる医療関係者の要求があり次第利用できるようにしなければならない。
	7. 生産者は、正規労働者、臨時労働者、および季節労働者とその家族が清潔で安全な宿泊設備と衛生設備を利用できるようにする要件を定めたOSHA規制基準1910サブパートJに従う73。
	8. 生産者は、圃場衛生要件を含む農業労働安全衛生基準を定めた連邦規則集第29-B巻、第XVII章、パート1928を遵守する74。
	9. 生産者は、危険廃棄物の生成、輸送、取扱い、保管、および回収を規制し、農業従事者が危険廃棄物や非危険固形廃棄物（農業用プラスチック材料、梱包材など）の適切な取扱いおよび処分要件に従うことを要求する資源保全再生法（Resource Conservation and Recovery Act, RCRA）を遵守する76。
	10. 生産者は、正規労働者、臨時労働者、および季節労働者の労働関係災害や病気の補償に関連する連邦および州法を必要に応じて遵守する。
	11. 生産者は、該当する場合に臨時労働者と季節労働者を支援および協力し、医療保険の利用可能性情報へのタイムリーなアクセスを提供して理解させる。


	セクションX
	地域社会との関係
	1. 生産者は、土地所有権、借地権、またはその他の法的合意を示す文書を作成し、トウモロコシを生産するために土地を利用することが奨励される。
	2. 生産者は、USDA自然資源保全局（NRCS）と、統計、法律、組織リンク、文献、技術ツール、および州独自のリソースを提供するアメリカ農地トラスト農地情報センター79を通して農地保護と管理に関する情報を入手する。
	3. さらにUSDA NRCSは、生産的な農地を農業用途に維持するための開発権購入資金を農地地役権プログラム（Agricultural Land Easement Program, ACEP）によって提供し80、アメリカ農地トラスト81は、保全地役権プログラム、農業を念頭に置いた計画的成長、および管理と保全の活動を通して農地保護のためのプログラムと方針を確立する。
	4. 生産者は、幼稚園から高校までのすべての子どもの無償公教育を税金で支援する。
	5. 生産者は、農作業に関する研究に基づいた情報を提供する全国的な教育ネットワークである、USDA協同普及システムを通して農業関連の教育プログラムを支援する。
	6. 生産者は、地域レベルですべての若者に機会への平等なアクセスを与えることを目的とする4-H青少年教育プログラム84を支援する。4-Hは、STEMプログラム（科学、技術、工学、数学）、健康的な生活、および市民活動への重点を含め、若者が生活や地域社会に前向きな変化をもたらすのに必要なスキルを開発するための地域社会、指導者、学習機会を若者に提供する。4-Hの会員数は現在、約5万人のボランティアとともに600万人を超える。
	7. 生産者は、アメリカ合衆国学校農業クラブ連盟（FFA）を支援する85。FFAは、農業の科学、ビジネス、技術においてリーダーシップを発揮し、キャリアを積む準備をメンバーにさせる主要な青年組織である。現在、全米50州とプエルトリコの8,739地方支部に76万人のメンバーを擁する。
	8. USDA海外農業局（FAS）86は、開発途上国が農業システムと貿易能力を向上させるのを支援するプログラムを管理する。FASは、米国国際開発庁と協力して飢餓の削減と、特に女児の識字率向上のために設計された米国の食糧援助プログラムと教育プログラムを管理する。このプログラムには、進歩のための食糧計画、地方・地域食糧援助調達プログラム、マクガバン・ドール教育のための食糧プログラム、ビル・エマーソン人道支援基金などがある。
	9. USDA食料・栄養局は、連邦栄養支援プログラムを管理し、子どもや低所得者に食料と健康的な食事、栄養教育を提供して米国内の飢餓を減らす。プログラムにはWIC、補助栄養支援プログラム、学校給食、夏の給食が含まれる。
	10. 生産者は一般に、世界貿易機関（WTO）への米国の継続的参加を支持し、貿易紛争を仲裁して実行活動を実施するWTOの権限を支持する。


	セクションXI
	継続的改善およびガバナンス
	1. 生産者は、土壌、地形、気候、機器に適した最良の管理手法を利用して収量、水使用量、農薬使用量、土壌の健全性、および水質を最適化し、野生生物の生息地を改善することが奨励および動機付けされる。
	2. 生産者は、作物生産を向上させるイノベーションを採用し、その開発を支援し続けることが期待される。
	3. 生産者は、作物管理を向上させる以下のようなイノベーションを採用し、その開発を支援し続けることが奨励される。
	4. 生産者は、トウモロコシの持続可能な生産を向上させるイノベーションを採用し、その開発を支援し続けることが期待される。
	5. 継続的改善は、以下のようなさまざまな規制された保全プログラムと技術移転システムによって支援される。
	6. 生産者は、公務員や証人への贈賄を違法とする連邦規則集第18巻、セクション201を遵守する。ここで、賄賂は公務の見返りに価値のあるものを贈ったり、受け取ったりすることを意味する96。生産者はさらに、外国の公務員に賄賂を支払って事業の獲得や保持を助けてもらうことを禁止する海外汚職行為防止法（Foreign Corrupt Practices Act, FCPA）に従う。
	7. 生産者は、その活動に関連する法律と規制の変更情報をさまざまな手段で得る。
	8. 米国内国歳入庁（IRS）は、投入、経費、収益、控除、利益、および資産の正確な課税用文書の維持を含む、農業活動の特定の記録管理規則に生産者が従うことを要求している。IRS公告第225号（農業事業者用税金ガイド）は、農業に適用される連邦税法を詳細に説明し、利益額、損失額、および納税額を適切に計算するために必要な記録管理システムの概要を述べている98。
	9. 生産者は、品質、価格、数量、支払い条件を扱うさまざまな種類の契約を使用してその収穫を協議する。契約の種類には、キャッシュ契約、現物先渡契約、先物契約、オプション契約などがある。
	10. 生産者は、新技術を継続的に評価して取り入れ、その生育状態、ニーズ、ならびに運用および経済能力に応じて作物収量を最適化し、環境への影響を軽減する。それらには、収量地図と土壌地図の採用、自動誘導システムのほか、種子率、栽植距離、作物栄養素の数量、および植物保護製品の最適化を可能にする可変作業技術の使用、さらには化石燃料消費量の削減が含まれる。生産者はまた、在庫品の記録、資産使用の最適化、農場投入、および農場経営でのデータ駆動型意思決定の支援活動に寄与するデジタル農業情報技術も導入しつつある。
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